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注意障害のリハビリテーションの方法としては、EFNS（European Federation of 
Neurological Societies）により、コンピューターによる注意力訓練や机上の課題の実施な







予備研究の対象は、医中誌 WEB に 1999 年より 2012 まで 13 年間に掲載された論文
（2013 年 5 月検索）を対象に「作業療法、注意障害」をキーワードとして検索した症例
報告のうち、Trail Making Test（TMT）を評価として用いていた 17症例を対象とした。
17症例の報告から、34組の行動の観察記録と TMTの評価結果を抽出し、行動の観察記録
をテキストマイニング手法により分析した後、TMT の結果と照らし合わせて比較検討し





４．研究 1 注意障害に対する作業療法アプローチと効果の検討 















注意機能への依存が低い closed task に対して認められるかどうかを検証した。汎化効果
はパフォーマンスの変化と脳血流量動態により確認した。パフォーマンスの変化は、介入
課題前後の closed task として用いた、パソコンのタッチキー入力でのエラー数の比較に
より検討した。脳血流動態は近赤外分光法（fNIRS）によって測定し、酸素化ヘモグロビ
ン（Oxy-Hb）値の濃度変化を指標に分析した。 
その結果、パフォーマンスの変化では実験群を対照群と比較すると、介入課題による汎
化効果と考えられるタッチキー入力のエラーの漸減が有意に認められた。これは、直接刺
激法課題としての open taskの介入効果が、学習の後半でのエラーの漸減という現象で認
められることが示されたと言える。また、fNIRSデータの比較では、open taskを介入課
題として用いた実験群で、対照群に比べ、介入後課題において左右の背外側前頭前野
（DLPFC）、前頭極（AFC）ともに Oxy-Hb値は高い傾向にあったことが示された。これ
は、介入課題の汎化効果を示したものと考えられた。また、脳の活動は、課題が遂行され
る時に必要とする注意機能のレベルだけに左右されるのではなく、課題遂行の直前の課題
での脳活動にも影響される可能性を示した。本研究では、長期の継続的な効果があるかど
うかは明らかには出来なかったが、即時的な汎化効果があったと考えられた。 
６． 結論 
一連の研究の結果から、作業療法の臨床において、直接刺激法は注意機能を直接的に改
善することで、学習すべき活動や作業、誤りのない活動の遂行と学習を促進する役割があ
ることを明らかにできた。また、open task の即時効果が認められたことから、リハビリ
テーションへの応用として、open task を用いた、注意機能の促通を図ったうえで、その
汎化効果を用いて、様々な作業を学習するような手法により効果が期待できるのではない
かといった、注意障害のリハビリテーションの手法について提言できる可能性が示唆され
た。 
